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0. JAMA紹介

1．JAMAが提起した欧州電池規制(EUBR)の認証に関する課題（リマインド）

2．EUBRと認証の課題

3．日欧ハイブリッド認証案の現状について

もくじ
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０．About JAMA

JAMA (Japan Automobile Manufacturers Association, Inc. (日本自動車工業会)) は、日本の乗用車、トラッ
ク、バス、オートバイメーカー14社で構成される一般社団法人です。
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1．JAMAが提起した欧州電池規制(EUBR)の認証に関する課題（リマインド）

 カーボンニュートラルに向けたCO2排出量規制が車両、部品（電池）レベルで検討されている
 CO2排出量を算出するためにはサプライチェーンを遡る必要があり、また電池組成といった機微情報も含まれる
 特定の地域の認証機関に機微情報が流れるのは経済安全保障上課題があるため、日本の認証機関を置くハイブリッド案を論議中

第6回認証産業の在り方検討会資料より
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２．EUBRと認証の課題

備考認証機関認証対象主な法規認証のためのISO
標準

CFPの場合、
・ISO14067に基づき算定
・ISO14019に基づき検証
・ISO14065に基づき検証機関を決定

EUBRの認証機関はISOが定
まっていない為、指定がされてい
ない。

認証機関の例
・TÜV(ドイツ)
・Bereau Veritas(フランス)
・SGS(スイス)
・DNV(ノルウェー)
・(仮)欧州＋日本の認証機関

電池CFP
(≒Cradle to Grave(廃棄)まで）

EUBR(含むBP)ISO 14067に従
い算定

CFP

製品CFPESPR(含むDPP)

輸入製品の埋込排出量
(≒Cradle to Gate(製造)まで)

CBAM

(製品環境フットプリントPEF)参考(PEF制度)(ISO14040/44)

DDの場合、
・ISO14015に基づき評価
・ISO14019に基づき検証
・ISO14065に基づき検証機関を決定

原材料調達のDDEUBR(含むBP)ISO 14015に従
い評価

DD

環境人権リスク評価・プロセスCSDDD

DD評価結果＋ESG情報CSRD ＊認証産業活用のあり方検討
会の国外規制対応スコープ

(ご参考）ISO14067:製品のCFP評価、ISO14019:サステナビリティ検証方法（検証および妥当性確認）、ISO14065:GHG検証機関の要件、ISO14015:環境DD評価のガイドライン

 従来の車両認証に加えて、環境や人権に関する要件の認証が追加になる(EUBRは先陣）
 その対象は、EUBRだけでなく、CFP/DDが関連する広範囲の法律が対象になる
 CFP/DDの認証は新しい認証方法であり、認証の仕組み検討が主因で規制化の遅れが発生している模様
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3．日欧ハイブリッド認証案の現状について

 下表、認証対応オプション２の実現のため適合性評価の検証人育成を継続しておこなっていく
 JQA様が国内での適合性評価を行うための検証力量の同等性確認を委託関係にあるTÜV NORDとの間で実施中
 同等性確認とは座学と実地検証の力量確認。実地検証についてJAMA会員企業によるサポートが必要

対応OP 認定 適合性評価 受付窓口

OP 1

OP ２

OP ３

欧州NB 欧州NB

欧州NB
日本国内
認証機関

日本国内
認証機関

日本国内
NB

日本国内
NB

日本国内
NB

日本国内
認証機関

考察

×評価時点で欧州の第三者
検証機関にデータが蓄積される

〇評価は日本の認証機関で
あり、データは日本の認証機関
に留まる。欧州NBから確認を
求められる場合も想定される

◎第三者検証機関は日本国
内のNBであり、情報管理の信
頼性が高い
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ご清聴ありがとうございました


